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   アスベスト除去の養生は、住民と約束した密閉状態を確保すること                                    

                         

                        （仮）ガーラ・レジデンス洋光台新築工事 

近隣住民一同                                    

前略  

アスベスト除去工事の説明会（8/18）には、数多くの近隣住民が参加し、馬淵建設

の作業所長及び創勝の石綿（アスベスト）作業主任者による説明が行われた。その際

に、仮囲いを含むアスベスト除去工事の養生に関し、図面に基づき説明が行われ、近

隣住民から、養生の密閉性に対する質問があり、貴殿らは万全を期すとの回答をした。 

ところが、現状の仮囲い及び足場外周部の養生は、説明会及び回答書記載に反す

る状況である。下記の点につき対処した上で、アスベスト除去に着手されたい。 

最低限の法令遵守をする前に、住民との約束が最重要であることを付言する。 

                        記 

１  仮囲いに関し、３枚おきにパンチングメタル（穴あき鋼板）を使用することは、密閉

性確保の説明内容（8/18）と異なるものである。パンチングメタルの使用箇所に関し、

至急、穴なし鋼板と交換されたい（9/29 の書簡にて緊急要請済み）。 

２  仮囲い最下部と道路面（土間）との隙間養生について、交差点部のアクリル板設

置個所に巾木の設置がない。斉一対応が現場管理の基本であり、すべての個所に

対し同様な扱いを行うこと（10/2 ホームページにて、片手落ちと指摘済み）。 

３  足場外周部の養生シートに関し、①地上まで垂らし（説明図面）、②シートのつな

ぎ目は「目張り」を行うと回答書（９/３付け）において約束した。現状では、養生シー

トは地上まで達していない状況にある。また、単管等との干渉部位に関しては、目

張りがなく密閉状態が確保されていない（架橋部分を含め）。至急、改めること。 

   取り分け、透明なアクリル板設置の交差点部分は、養生シートを地上まで垂らす

と、アクリル板を設置した効果（視認性）が発揮できないことから、養生シートの下端

部の始末（密閉方法）につき、十分な検討の上、至急、適切な対応をすること。        

以上 

注） 本書簡は、個人情報を保護したうえで、「青空を渡さない会」のホームページ

に掲載する。また、貴殿らの回答（対応結果）についても同様な扱いとする。 


